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空
海

の
録
外
請
来
経
軌
に

つ
い
て

米

田

弘

仁

は
じ
め
に

近
年
、
空
海
の
著
作
の
真
偽
問
題
を
論
じ
た
研
究
が
少

な
か
ら
ず
発
表
さ
れ
て
い
る
。
空
海
の
著
作
の
真
偽
を
論
ず
る
場
合
に

問
題
と
さ
れ
る
の
が
、
空
海
の
録
外
請
来
経
軌
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。空
海
が
請
来
し
た
経
軌
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
根
本
資
料
は

『御
請

来
目
録
』
(以
下

『
請
来
録
』)
で
あ

る
。

こ
の

『請
来
録
』
記
載

の
経

軌
は
間
違

い
な
く
空
海
が
入
手
、
閲
覧
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の

経
軌
を
引
用
、
あ
る
い
は
そ
の
影
響
の
下
に
著
さ
れ
て
い
る
空
海
の
著

作
は
、
基
本
的
に
は
真
偽
を
問
題
と
し
な
く

て
も

よ

い
。
し

か
し
、

『
請
来
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
経
軌
、
す
な
わ
ち
録
外
請
来
経
軌

の
引
用
、
影
響
が
認
め
ら
れ
る
著
作

の
場
合
は
、
空
海
真
撰
か
否
か
を

ま
ず
疑
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
空
海

の
著
作
の
真
偽

問
題
を
扱
う
上
で
の
基
礎
作
業
の

一
環
と
し
て
、
空
海

の
録
外
請
来
と

し
て
伝

え
ら
れ
る
経
軌
を
掲
げ
、
そ
の
な
か

『秘
蔵
宝
鑰
』
(以
下

『
宝

鑰
』
)
『
即
身
成
仏
義
』
(以
下

『
即
身
義
』)
と
関
係
を
も

つ

『
金
剛
頂

経

一
字

頂
輪
王
瑜
伽

一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』
(以
下

『時
処
軌
』)
を

空
海
の
録
外
請
来
と
み
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

空
海
の
録
外
請
来
経
軌

ま
ず
、
空
海

の
録
外
請
来
と
伝
え
ら
れ
る

経
軌
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
(
1
)

①
用
珠
差
別
偶
(
策
)

②
註
尊
勝
陀
羅
尼
㊧

③
菩
薩
結
夏
頌
、
自
恣
頌
㊧

④
大
威
徳
愈
怒
王
根
本
真
言
㊧

⑤
華
厳
和
尚
講
前
廻
向
文
㊧

⑥
除

一
切
疾
病
陀
羅
尼
経
㊨

⑦
仁
王
般
若
念
諦
法
㊨

⑧
観
自
在
多
羅
喩
伽
念
誦
法
㊥

⑨
七
倶
胝
仏
母
陀
羅
尼
経
㊥

⑩
金
剛
頂
経

一
字
頂
輪
王

一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
㊥
㊥
鶴

⑪
大
方
広
如
来
蔵
経
㊥

⑫
大
乗
本
生
心
地
観
経
㊧

⑬
大
妙
金
剛
大
甘
露
軍
肇
利
焔
糞
熾
盛
仏
頂
経
㊥
鶴
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⑭
般
若
心
経
疏
(
空
)

⑮
梵
網
明
噴
師
疏
(
空
)

⑯
不
動
明
王
安
鎮
家
国
等
法
(
八
)
(
蓮
)

⑰
大
畔
供
養
儀
軌
(
八
)
(
蓮
)

⑱
羅
什
悉
曇
章
(
八
)
(
蓮
)

⑲
瞻
波
城
悉
曇
章
(
八
)
(
蓮
)

⑳
仏
眼
仏
母
曼
茶
羅
(
八
)

⑳
愛
染
王
曼
茶
羅
(
八
)
(
蓮
)

⑳
金
剛
頂
瑜
伽
略
述
三
十
七
尊
心
要
(
蓮
)

⑳
大
毘
盧
舎
遮
経
疾
大
成
就
儀
軌
(
蓮
)

⑳
施
餓
鬼
陀
羅
尼
経
要
訣
(
蓮
)

㊧

勝
仏
頂
儀
軌
(
蓮
)

⑳
止
風
経
鰯
(
蓮
)

⑳
仏
母
愛
染
明
王
最
勝
真
言
法
鶴

以
上
、
二
十
七
部
の
経
軌

の
中
、
①
～
⑤

の
経

軌

は

『三
十
帖
策

子
』
収

録
の
も

の
で
あ
る
か
ら
空
海
録
外
と
み

て
誤

り
な

い
。
し

か

し
、
残
り
の
⑥
～
⑳
全
て
を
直
ち
に
空
海

の
録
外
請
来
と
み
な
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

『時
処
軌
』
に
つ
い
て

⑥
～
⑳
の
経
軌

の
な

か
、
⑩

『時
処
軌
』

.

は
、
空
海
の
録
外
請
来
経
軌
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
(
2
)

な
ぜ

な
ら
、
『時

処
軌
』
は
空
海
作
と
伝
え

ら
れ

る

『
宝
鑰
』
(
3
)

『即
身
義
』
(
4
)

に
引
用
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
石
田
尚
豊
博
士
は
、
『時
処

空
海
の
録
外
請
来
経
軌
に
つ
い
て

(米

田
)

軌
』
は
、
空
海
が
唐
に
お
い
て
経
軌
を
収
集
す
る
際
手
掛
か
り
と
し
た

『貞
元
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず

『請
来
録
』
に
は
見

ら
れ
な
い
こ
と
、
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
親
尊

の

『録
外
経
等
目
録
』
に

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

の
二
点
を
指
摘
し
、
空
海
の
録
外
請
来
で
あ

る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
(
5
)

以

下
、

『時
処
軌
』
が
従
来
の
説

の
ご

と
く
、
ま
さ
し
く
空
海
の
録
外
請
来
と
い
え
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
安

然
の
著
作
を
手
懸
か
り
と
し
て
若
干
の
考
察

を
加
え
た
い
。

安
然
の
著
作
か
ら
見
た

『
時
処
軌
』

ま
ず
、
安
然
は
、
『時
処
軌
』

か
ら
の
引
用
と
目
さ
れ
る

『
宝
鑰
』
の
文
を
、
『
教
時
義
』
(
6
)

に
引

用

す

る
け
れ
ど
も
、
『
八
家
秘
録
』
で
は

『
時
処
軌
』
を
空
海

の
請
来
と
み

て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
八
家
秘
録
』
で
は
円
仁
と
円

珍

の
請
来
で

あ
る
こ
と
を
記
す
の
み
で
あ
る
。

『
宝
鑰
』

の
引
用
文
は
、
全
く
同
じ
文
が
経
軌

の
中
に
見
出
さ
れ
ず
、

語
句
の
類
似
性
か
ら

『時
処
軌
』
の
取
意
文
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
内
容
は
未
灌
頂
者
に
真
言
教
法
を
説
く
こ
と
を
戒
め
た
文
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
内
容
を
も
つ
文
は
他
の
経
軌
の
中

に
も
散
見
す
る
こ
と
が

で
き
、
(
8
)

厳
密

に
は
今
の

『
宝
鑰
』
の
文
を

『
時
処
軌
』
か
ら
の
引
用
と

断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
あ

る
い
は
安
然
が

『
八

家
秘
録
』

に
お
い
て

『
時
処
軌
』
を
空
海

の
請
来
と
し
な
か
っ
た
理
由

の

一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に

『
即
身
義
』
中
の

『
時
処
軌
』
引
用
文

で
あ

る
。
『
即
身
義
』

の
引
用
文
は

『
宝
鑰
』
の
場
合
と
異
な
り
、
明
ら
か
に

『
時
処
軌
』
か
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ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の

『
即
身
義
』
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
空
海
の
著
作

で
あ
る
な
ら
ば
、
『
時
処
軌
』
は
空
海
の
録
外
請
来
と
断
定
す

る

こ
と

が
で
き

る
。
し
か
し
、
こ
の

『
即
身
義
』
を
空
海
の
作
と
す
る
こ
と
に

は
問
題
が
あ
る
。

安
然

は
自
ら
の
著
作

中

に

『
宝
鑰
』
『
十
住
心
論
』
等
、
空
海
作
と

伝
え
ら
れ
る
著
作
十
五
部
を
引
用
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
を
引

用
す
る
際
は

「海
和
上
宝
鑰
云
」
と
、
そ
の
作
者
名
を
併

記

し
て

い

る
。
し
か
し
、
安
然
は

『
八
家
秘
録
』
『教
時
義
』
『菩

提
心
義
』
『悉

曇
十
二
例
』
『金
剛
界
対
受
記
』
の
中
に

『即
身
義
』
を
十

回
に
亙

っ

て
引
用

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
度
も
作
者
名
を
記
し
て
い
な

い
。
安
然
は

『
即
身
義
』
の
作
者
を
空
海
に
限

定

し
得

な

か
っ
た
た

め
、
そ

こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る

『時
処
軌
』
を
空
海
の
請
来
と
は
み
な

か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
空
海
の
活
躍
し
た
時

代

に
近

い
安
然
が
、

『即
身
義
』
の
作
者
を
空
海
に
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
時
代
、

『即
身
義
』
が
空
海
作
と
み
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
『即
身
義
』
の

『時
処
軌
』
引

用

を
も

っ
て
、
直
ち
に

『
時

処
軌
』

を
空
海

の
録
外
請
来
と
す
る
証
拠
に
は
な
り
得

な

い

の
で
あ

る
。
ま
た
、
石
田
博
士
が
い
わ
れ
る

『貞
元
録
』

の
件
も
、
『
時
処
軌
』

を
空
海

の
録
外
と
す
る
積
極
的
な
証
拠
に
は
な
り
得
な
い
。
そ
の
理
由

は
、
空
海
が
単
に

『時
処
軌
』
を
入
手
で
き
な

か

っ
た
た
め
、
『
請
来

録
』

に
記
さ
な
か

っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に

『
録
外

経
等
目
録
』

に
関
し
て
は
、

こ
の
目
録
が
成
立
し
た
建
長
八
年

(
一
二

五
六
)

に
は
、

既

に

『
即

身

義

』

の
空

海

著

作

説

が

定

着

し

て

い
た

こ

と

か
ら

、

こ

の
目

録

も

『
時

処

軌

』

の
空

海

録

外

請

来

を

裏

付

け

る

文

献

と

は

な

り
得

な

い
と

い
え

る

。

結

語

以

上
、

安

然

の
著

作

を

見

た

限

り

で

は
、

『
時

処
軌

』

を

空

海

の
録

外

請

来

と

断

定

す

る

こ
と

は

で

き

な

い
。

今

後

、

『
即
身

義

』

の
作

者

を

論

ず

る

場
合

、

『
時

処

軌

』

の
請

来

年

時

の

検

討

が

不

可

欠

で
あ

る

、

と

考

え

る

。

1

典
籍

の
下
に
出
典

を
以
下

の
略
号

で
あ
げ

た
。

(

『
三
十
帖
策
子
』
。

㊥

『貞

元
録
』

(大
正

)

空
海
作

と
伝
え
ら
れ
る
著
作

に

引
用
、
あ

る
い
は
書
名

の
見
ら
れ
る
も

の
。
⑳

『
八
家
秘
録
』
(
大
正

)
。
(

『
蓮
華
王
院
目
録
』

(『
録
外
経
等

目
録
』

所
収
)
。

『
録
外

経

等
目
録
』

(
大
正

)
。
ま

た
、
)

に
関

し
て
は
、
『
弘
法
大
師

全
集
索
引
』
、
小
野
塚
幾
澄

「
弘
法
大
師

の
引
用
仏
典

の
特

色
」

(『
密
教

学
研

究
』

三
)
、
高
木
詳
元

「
弘
法
大
師
請
来

の
経
疏

を

め

ぐ

る

一
、
二

の
問
題
」

(中
野
義
照
編

『
弘
法
大
師
研
究
』
)
を
参
照

し
た
。

2

小

田
慈
舟

「
三
十
帖
策
子
中

の
経

軌

に

つ

い

て
」

(『
三
十
帖
策
子
解

説
』

一
一
頁
。
)

3

定
本
弘
全
三
、

一
七
四
―

一
七
五
頁

。

4

定
本
弘
全
三
、
一

七
頁
、
二
五
―

二
六
頁
。

5

石

田
尚
豊

「
空
海
請
来
目
録

を
め
ぐ

っ
て
」

(『
日
本
美
術
史
論
集
』
二

二
八
頁
。
)

6

大
正
七
五
、
四
二
五
頁
、
中
。

7

大
正
五
五
、

一
一
一
八
頁
、
下
。

8

『
略
出
経
』
『真
実
摂

経
』
『
嬰
醯

経
』
等
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

空
海
、
録
外
請
来
、
時
処
軌
、
即
身
成
仏
義

(高
野
山
大
学
大
学
院
)
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